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要因分析

【必須】

令和４年度に新設した譲渡用施設の活用等、これまで以上に犬猫の譲渡を進めた結果、譲渡頭数が増加したことに

より殺処分数の削減を達成した。

改善の方向性

【必須】

KGIの目標達成に向けて、引き続き譲渡を強力に進めるとともに、令和５年度に作成した譲渡促進動画を動物愛護セ

ンターのホームページにおいて公開するとともに、センターロビーなどあらゆる機会を通じて桜栄することで県民

の動物に対する意識を向上させ、引取り数削減及び譲渡促進を図ることで犬猫の殺処分数の削減を目指す。
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細 施 策 34-6 人と動物が共生する豊かな地域社会の実現 施策KGI ①

Ｋ Ｇ  Ｉ

犬猫の殺処分数

KGI種別 下がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 34  公衆衛生の向上と消費者の安全確保

K　G　I

①人口10万人当たりの食中毒患者数(（令和４年）から８年までの５年間県平均値)

　【基準値】19.3人（H27年からR元年までの5年間平均）

　【目標値】全国平均値

〔参考指標〕県の公衆衛生対策が機能し、衛生環境が保たれていると感じる県民の割合

　【基準値】36.3％（令和４年）【目標値】39.1％

〔参考指標〕消費者の安全が確保されていると感じる県民の割合〔再掲〕

　【基準値】30.9％（令和４年）【目標値】34.1％

担当部局 保健福祉部


